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特別支援教育における発達障害の
｢気づき｣ のために


















特別な支援の必要な子ども一人一人に, ｢場の提供｣ ではなく, 個々のニーズを
把握した上で必要な支援を柔軟に実施するというパラダイムの転換がなされた 
また, 文部科学省が実施した ｢通常の学級に在籍する特別な教育的支援を必
要とする児童生徒に関する全国実態調査｣ の結果では, 学習障害 (  ), 注意
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欠陥／多動性障害 (    ), 高機能自閉症などといった, 学習や生活の面で
特別な教育的支援を必要とする児童生徒が, 約６％程度の割合で通常の学級に
在籍している可能性が示されたこと, 平成  年度より通級による指導の対象障









加わった学習障害 (  ), 注意欠陥多動性障害 (    )  高機能自閉症およ
びアスペルガー症候群の児童生徒の特性を理解することが必要である 文部科
学省では, こういった障害について, これまで ｢  ,     , 高機能自閉症
等｣ という表記を用いていたが, 平成  年より発達障害者支援法の定義による
｢発達障害｣ という定義に切り換えている (文部科学省初等中等教育局特別支




さらに, 内閣府 (    ) 障害者白書平成  年版では, 主な発達障害について
次のような基準で定義している 
自閉症〈             〉














枢神経系に何らかの機能障害があると推定されるが, 視覚障害, 聴覚障害, 知
的障害, 情緒障害などの障害や, 環境的な要因が直接の原因となるものではない 
注意欠陥／多動性障害 (    )〈                                 〉    とは, 年齢あるいは発達に不釣り合いな注意力, 及び／又は衝動性,
多動性を特徴とする行動の障害で, 社会的な活動や学業の機能に支障をきたす
ものである また, ７歳以前に現れ, その状態が継続し, 中枢神経系に何らか
の要因による機能不全があると推定される 
アスペルガー症候群とは, 知的発達の遅れを伴わず, かつ, 自閉症の特徴の
うち言葉の発達の遅れを伴わないものである なお, 高機能自閉症やアスペル
ガー症候群は, 広汎性発達障害に分類されるものである 



















｢困り感｣ に気づくことから始まる (三重県教育委員会,     ) と言われるよう
に, 子どもたちの出しているサインに対応できる感性が教員に求められている 





































ｂ. 小・中学校用： ｢児童生徒理解に関するチェック・リスト ( ～ )｣                                                                
｢通常の学級に在籍する特別な教育的支援を必要とする児童生徒に関する全国
実態調査｣ (文部科学省,     ) で作成された尺度 皇學館大学教育学部研究報告集 第１号
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基準値は, Ⅰ－  点, Ⅱ－６点, Ⅲ－  点
基準値以上の場合, Ⅰ. 学習面, Ⅱ. 行動面, Ⅲ. 対人面の各側面で困難を示す 
特別支援教育における発達障害の ｢気づき｣ のために
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ｃ. 保護者用： ｢    (                               )｣                                                     
｢軽度発達障害児に対する気づきと支援のマニュアル｣ (小枝ら,     ) で有
効性が評価された英国の尺度 (    ：３～４歳用,      ：４～  歳用) 皇學館大学教育学部研究報告集 第１号
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   各項目の数字を得点として集計し, 表１のサブスケールに当てはめて





















質問番号                         
[1] 行 為                    
[2] 多 動                     
[3] 情 緒                    
[4] 仲間関係                     
[5] 向社会性                                     




















文部科学省初等中等教育局特別支援教育課      ｢発達障害｣ の用語の使用
について
内閣府      主な発達障害の定義について 障害者白書平成  年版
皇學館大学教育学部研究報告集 第１号
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